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会議次第 

１ 開 会 

２ あいさつ 

３ 議 題 
（１）光が丘地区の課題への取組について 

（２）地域活性化事業交付金について 

 

４ その他 
 

５ 閉 会 



審  議  経  過 

主な内容は次のとおり。 

（○は委員の発言、●は事務局の発言） 

   

１ 開 会 

割柏会長が開会 

  

２ あいさつ 

割柏会長あいさつ 

 

３ 議 題 
（１）光が丘地区の課題への取組について 

   各部会の取組状況について、報告があった。 

 

【まちづくり部会】 

キャンプ淵野辺留保地におけるパークゴルフの利用に関する庁内調整経過と

今後の予定について、事務局より報告を行った。 

  

 ＜説明要旨＞ 

１０月４日（水）に国（横浜財務事務所）への相談を行い、コンクリートが

むき出しになっているエリアへ覆土を行うことについて、了承を得ることがで

きた。今回の覆土は、あくまでも多目的広場の更なる有効活用と安全性の向上

を目的とするものである。 

パークゴルフ協会、ターゲットバードゴルフ協会において、留保地内に道具

等を保管するための倉庫が設置されているが、利用団体への聞き取りを行い、

整理を行った上で、国に既設の工作物の扱いを相談していきたいと考えてい

る。 

   覆土を行う場所に雑草が繁茂しているが、除草の予算までは確保することが

出来なかったため、除草作業へのご協力についてご相談させていただきたい。 

 

  ＜主な意見・質問等＞ 

  ○覆土を行う場所には、高さ３０ｃｍ程度のコンクリートがある。コンクリー

ト自体を壊す予定なのか。 

  ⇒●コンクリートを壊す想定は無いが、上から土を盛ることを想定している。 

  ⇒○起伏ができるのであれば、パークゴルフのコースとしても変化をつけるこ

とができるため、協会の意見も聞いていただけるとありがたい。 

   



  ○除草作業については、ターゲットバードゴルフ協会にも要請していただきた

い。 

  ⇒●改めてご相談をさせていただきたい。 

 

  ○国から倉庫設置の許可を得ることが出来なかった場合を考え、淵野辺公園の

敷地内に倉庫を移設できないかどうか、検討しておいた方が良いのではない

か。 

  ⇒●関係課と相談させていただく。 

 

  ○除草した草の処分はどうなるのか。 

  ⇒●調整させていただきたい。 

 

【子育て環境・健全育成部会】 

１０月２９日（日）にこどもまちづくり会議が開催された。ＡＥＤの設置

場所や公衆電話の位置、災害対応自動販売機等の位置が記された防災マップ

を今年度中に作成したいと考えている。 

平成３０年にこどもの居場所についてアンケートを実施したが、５年経過

していることから、コロナ禍を経てどのように変化したのか、再調査をする

ことを予定している。 

元気に挨拶が交わされる地域を目指し、活動をまちづくり会議から始めて

いきたいと考えている。委員の皆さんには、子どもたちに対して、元気に挨

拶をしていただきたい。 

 

＜主な意見・質問等＞ 

 ○災害時にＷｉ-Ｆｉが繋がるようになる公衆電話や給水拠点などの情報を掲

載してはいかがか。 

 ⇒○中学生が歩いて発見できないこと、知らないことなどもあるかと思う。防

災マップを次世代に引き継ぎ、進化する防災マップを作成していきたいと

考えている。 

 

【安全安心部会】 

子どもの飛び出し防止看板の設置事業を進めており、２月のまちづくり会議

にて結果報告をさせていただく。 

 

（２）地域活性化事業交付金について 

   割柏会長より地域活性化事業交付金の見直しについて、説明があった。 

 



＜説明要旨＞ 

１０月２３日（月）に開催された地区連区役所会議において、地域活性化事

業交付金の執行状況について説明があり、令和５年度の市連要望の内容につい

ても議論がなされた。 

これまで交付金ありきで事業を進める経過があり、３年間しか交付されない

ため、４年目以降も運営が出来ている事業はほぼ無い状況である。 

   今年度の光が丘地区における地域活性化事業交付金の執行率は６．３％と低

い状況である。中央区全体でも１７％となっており、むやみやたらに交付金あ

りきで事業を進めることも良くないが、使いにくい部分もあるのではないかと

も考えている。 

   地域活性化事業交付金はこのままで良いのか、柔軟性のあるものに変えてい

ただいた方が良いのかなど、そろそろ見直しをかけていくべきではないかと感

じている。まちづくり会議の中で皆さんのご意見を伺い、集約させていただい

て区役所と話をしていきたい。 

 

  ＜主な意見・質問等＞ 

  ○３年間しか交付金を利用することができないと、多くの団体は４年目以降の

活動を継続することができない。看板設置の事業についても、４年目以降は

予算が無くなるため、看板の維持管理が出来なくなり、逆に街の景観を損ね、

安全なまちづくりをすることができなくなってしまう。 

金額の制限をされても良いので、３年間の縛りは撤廃してもらいたい。 

 

  ○地域活性化事業で看板を設置した後、修理部品を購入するために申請をしよ

うとしたところ、物品の購入だけでは断られてしまった。このようなことに

も使えるようにしていただきたい。 

 

  ○光が丘地区でも内部の団体からの申請が多く、内輪で審査するため深い議論

がされずに交付されている状況がある。 

また、まちづくり会議の委員以外は地域活性化事業交付金の存在を知らない

方も多いと思う。地域の団体で事業の立ち上げのために困っているのであれ

ば、まちづくり会議に相談いただき、助言や、手助けをすることも必要かと

考えている。 

 

  ○団体の名称を変更したら、新規事業として認めていただけるのか。 

  ⇒○当初は３年目以降も継続事業として、認めていただいていたが、いつから

か制限がかかるようになってしまった。お太助カーのように自立して事業

を運営できるような地域の風土が無ければ、現状の制度では自立した事業



運営を行うことは厳しいのではないか。 

まちづくり会議の委員以外に制度を知っている人はほぼいないと思う。ま

ずは制度のＰＲを行って、多くの方に知ってもらうべきである。課題認識

はしていても活動資金が無く、実行に移すことが出来ない人もいると思う。 

本当に必要なものにはお金を使うべきであり、そのために厳しい審査をす

るべきである。 

 

  ○これぞという事業には、継続させてもらえるような制度があっても良いと思

う。 

   

●３年間の縛りを設けた理由の一つは、継続事業が多かったため、新規事業が

参入を促すためである。 

   こども未来ワールドのような地域に根付いているイベント事業について、中

央区では３年目以降でも地域市民まつり等助成金から交付できるようになっ

ている。 

  ⇒○昨年のこども未来ワールドでは、助成金を使用させていただき、青葉小学

校で開催することができた。 

 

  ○飛び出し防止の看板設置事業については、３年目以降の受け皿はあるのか。 

  ⇒●現状はない状況である。 

 

  ＜結果＞ 

   本日の資料を確認いただき、次回まちづくり会議で地域活性化事業交付金に

関するご意見をいただくこととなった。 

 

４ その他 

（１）ごみ集積場所について 

   並木１丁目自治会では以前に店舗の敷地内にごみ集積場所を設置させていた

だきたい旨の要望書を店舗側へ渡したが、許可を得られる前に移転してしまっ

た。企業の店舗や商店に対して、ごみ集積場所のスペース借用に関する要請を

市からもしていただけると話を進めやすくなると考えているが、いかがか。 

  ⇒●各自治会でも集積場所の場所を選ぶことに苦労されていると思う。企業の

店舗や商店の協力が得られやすいように仕組み作りができないかどうか、

担当課に対して話を伝えさせていただく。 

 

５ 閉 会 
割柏会長が閉会 



 
                                 以 上 



光が丘地区まちづくり会議委員出欠席名簿 

№ 団体等 団体での役職等 氏名 出欠 

１ 光が丘地区自治会連合会 会長 割 柏 秀 規 出席 

２ 光が丘地区自治会連合会 副会長 阿 部 俊 夫 出席 

３ 光が丘地区自治会連合会 副会長 鈴 木 勝 雄 出席 

４ 光が丘地区自治会連合会 副会長 南   雄 二 出席 

５ 光が丘地区自治会連合会 副会長 熊 谷 由 加 欠席 

６ 光が丘地区社会福祉協議会 会長 飯 沼   守 出席 

７ 光が丘地区社会福祉協議会 会計 小 山 千 秋 出席 

８ 光が丘地区民生委員児童委員協議会 会長 石 井 和 子 出席 

９ 光が丘地区民生委員児童委員協議会 副会長 岸   豊 治 出席 

１０ 光が丘公民館 館長 加賀谷 育 子 出席 

１１ 光が丘公民館 青少年部長 佐 伯 行 弘 欠席 

１２ 陽光台公民館 館長 前 田   進 出席 

１３ 陽光台公民館 体育部長 佐 藤 直 樹 欠席 

１４ 光が丘地区子ども会育成連絡協議会 会長 羽 鳥 亜樹子 欠席 

１５ 
老人クラブ連合会 
（光が丘地区・陽光台地区） 

光が丘地区 佐 藤 健 司 出席 

１６ 光が丘地区交通安全母の会 会長 田 中 友 紀 出席 

１７ 
交通安全協会 
（青葉支部・陽光台支部・光が丘支部） 

光が丘支部 支部長 服 部 幸 一 欠席 

１８ 小学校ＰＴＡ 光が丘小学校ＰＴＡ会長 甲 田 秀 昭 出席 

１９ 中学校ＰＴＡ 緑が丘中学校ＰＴＡ会計 小 林 直 子 出席 

２０ 小・中学校長 陽光台小学校校長 渡 邊 直 展 欠席 

２１ 和泉短期大学 専任講師 吉 田 久仁子 出席 

２２ 
青少年健全育成協議会 
（光が丘公民館区・陽光台地区） 

光が丘公民館区  岡 見 益 義 欠席 

２３ 防災専門員・防犯指導員 防犯指導員 村 松 映 介 出席 

２４ 避難所運営協議会 
光が丘小学校 
避難所運営協議会会長 

青 木 進 一 出席 

２５ 光が丘地域包括支援センター 係長 大 谷 尚 功 出席 

２６ 一般社団法人光が丘ふれあいセンター 代表理事 平 林   清 出席 

２７ 有識者  石 井 トシ子 欠席 

２８ 有識者  西 本   敬 出席 
 
 

 別紙  


